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第2回法人防災訓練報告書

「防災の日」
報告者：　法人防災委員　壬生　洋

	

	実施事項


	1. 防災ビデオ上映

　　－　「阪神大震災の教訓」

2. 防災食

－　内容　・さんま昆布巻き（缶詰）

・牛肉野菜煮（レトルトパック）

・つけ物（市販の袋詰のもの）

・すまし汁（缶詰）

・ごはん（缶入りアルファ米　－　湯、水を入れるだけで食べられる米）

3. 防災コンテナ内　発電機の点検・運転方法の確認

－　法人防災委員会、青春で発電機の点検・運転方法の確認

4. 171発信体験

－  法人防災委員で実施

	訓練目的

	・ビデオ上映会から、防災に関する意識を青仁会を利用されている方・職員に意識していただく。
・災害時に備え、

1. 防災コンテナ内の発電機の点検と運転操作の確認。

2. 171発信（現在は毎月1日のみ利用可。災害対策用の伝言ダイヤル）

を各施設へお知らせする。

	実施日時
実施場所
	平成16年9月1日（水）　

1.ビデオ上映会「阪神大震災の教訓」　　午前の部　9：30～10：00　　　

午後の部　14：00～14：30

ｽﾄｰﾘｰ　～平成7年1月17日、マグニチュード7.3の直下型地震「1995年兵庫県南部地震」によって阪神間の各都市および淡路島北部が最大震度7の激しい揺れに襲われた。死者6,433名、行方不明者3名、負傷者4万人以上、家屋の全半壊24万軒（世帯としては約44万世帯）という甚大な被害が生じた。

この地震から

ａ.普段からできる災害対策

ｂ.災害時に準備するもの

ｃ.自分の身を守る方法

などを体験者の供述をもとにまとめたものを上映。時間約20分

2.防災食（昼食メニュー）　・さんまの昆布巻き　・つけもの

　　　　　　　　　　　　　・牛肉野菜煮　　　　・ごはん

　　　　　　　　　　　　　・すまし汁

	

	

	
	※検食コメント

・味に問題はなかったと思う。アルファ米を使ったわりにはあまり違和感なく食べることができた。（栄養管理室　福田）

・防災食にしては、十分満足できるものであった。（診療課　黒沢課長）
3.発電機の点検・運転　　15：00～15：30

4.171発信

	実施場所
	メモリアルホール、青風荘前防災コンテナ

	使用、準備物品


	・防災ビデオ（阪神大震災の教訓 ― 八戸消防署根城分遺所から借用）

・ポスター作成、掲示

・発電機（防災コンテナ内　電動3・ガスボンベ式2）

	○実施記録
　防災ビデオ上映は、午前・午後ともに会場がほぼ一杯になり、多くの方に観ていただいた。約20分程の上映時間であったことも多くの方に観ていただけた要因であると感じる。ただ、感想等の「視聴者の声」を記入していただくものを準備しなかったのが反省点である。

※事故、怪我人なし

	○今後に向けて

· 各施設の避難訓練前に防災に関する勉強会を開催

対象　－　利用されている方・職員

内容　－　利用されている方・・・緊急時の対応（勉強会）

避難経路の確認

職員　　・　・　・　　緊急時の対応（勉強会）

　　　　　　　　　　　ロールプレイ

　　　　　　　　　　　防災マニュアルの確認　　　　　　　　　　　

· 各施設の避難訓練時に「171発信」を体験していただく

· 災害時に備え、常に発動できる状態なので、法人防災委員・青春による発電機の定期的な点検（毎月1回法人防災委員会開催時に）

· 次回法人防災委員会事業企画において、法人職員へ「発電機の使用方法」を説明。各施設に「発電機の使用方法」のマニュアルを配布する。

· 防災コンテナ内整理と各施設へコンテナ内の防災用品一覧を配布する。































